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Relative　abundance　of　surface　plankton　at　night　near　Osaki－peni耳su．1a　in　Omura－Bay
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雅馴とし，Copepodsはすべて澄紅色を呈し，ことに’Calanopia　spP”Pseudodiaptomtts　marinus，

一Acartia　Spp・は顕著であった。叉暖流性のPontelld　surrectaが存在した．小エビ類は見られなかった．

No．2　i53‘11・24，　20．20一・一20．30

　船の速力が遅いためネット上縁は水面下約10cmに没していた．　Temora　turbinataの多いのが注目さ

’れ，Lucifer，　Sagitta，　CyPridinaは相変らず多く，Copepods、は鐙紅色で，　Acrocalanusには油球が

．見られた．PseudodiaP・mar・の♀は卵嚢を附着し，刃引は17～25粒を数えた．　CalanoP・，　Acart・は少な

く，魚卵（油球なし，dia．　o．7mm）一種30粒があった．

No．3　／53・12・13，　18・20一一18．30

　ネット上縁は水面下翼5cmに没していナこ．Diatomが著しく多量に入陣し，L％o漉7，　S　aggita，　CyPridina・

は相変らず多く，CyPridinaの発光が曳網中美観を呈した．　Copepodsは淡黄色で，．Paracalanus　juv・，

ノAetideuS，　Calanus　helgolandicusに小油球があった．

No．4　／54・1・21，18．40ん18．50

　曳航速度遅く，ネットは水面下に没し，このためか総量が少なく，最少の5ccを示しアこ．　CentroPages

abdominalisが抱卵していたのが注目された．

No．5　，54・7・26，　20．40・一一20．50

　ヨツメクラゲが多数入篤したため，他のプランクトンの採集は不良であった．カタクチイワシの卵が謹か

ながら見られたb

No．6　／54・7・27，　O．35一一〇．45

　前回に引続いて行われたもの．県外直後のカタクチ卵が多く入明しに．海上風波大．

No．7　／54・8・13，　20．30一一一20．40

　赤汐の最盛期で，ヨツメクラゲが中層以下にすこぶる多いごとが，エビ漕網漁獲物によって知られた．

・Copepodsは燈紅色を呈した．

No．8　i54・8・14，　O．OO・一一〇．10

　前回に続いて行われた．放飼直後の数種の魚卵が多く入網した．Luciferが見えず，　Copepodsは榿紅

色を呈した．

No．9　t54・8・29，　20．30・一一20．40

　赤汐終期で，ヨツメクラゲは非常に少なくなつ7．総量は多く，暖海産の種類が多く，全体燈紅色を呈し，

ことにLabiocera　bipinnataが著しく紅く，叉稚魚も多かった．

No．10　i54・8・30，　1．50一一2．00

　前回に続いて行われた．前回に全く見られなかったカタクチ卵の多いのが注目された．、すべて放直のもの

であった．Sagitta，　C⑫γ捌紹が多く，全体やや褐色を呈した．　Labid・と稚魚は少なかった．

No．11　i54・9・17，　19．50一一20．00

　量少なく，全体淡福色を呈しアこ．ヨツメクラゲやや多．Acartia　spinicaudaが多く，LuciferとCyPrid一

図σは抱卵していた．赤汐の末期．

No．12　t54・9・18，　O．OO一・一〇．10

　前回に続いて行われた．前回1と見られなかった勝沼クチ卵（剛直のもの）が採集された．総量は前回より

はるかに多く・Acart・などのCopepodSには油球が見られた．　Calanop・thomPrは体色赤褐色，　CyPrid一・

伽σは体の申央部に紅色素が見られた．

No．13　，54．9．29，　20．00・一一・20：10

　Lucifer・Ob．elia，　Cgratium・：Thalassiothrix．が多く・．暖流め影響が顕著である・Copepod『は少尽く・

ヵタクチ卵は全く見られなかった．

No．14　i54・10・16，　20．aO一一20．10

　Luciferは幼型のみであった．　Copepodsは榿紅色を呈し，　CentroPages　furcatusは吻のみ紅色を呈

し，ParacalanUSには美しい紅色の油球があったが，　Acart・，　EucalanUSにはなかつアこ．

No・15　t54・10・17，　2．00・一一2．10
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　Pont．　sur・の出現が著しく，　Temora，　PontelloPsisも見え，暖涜iの影響が強く現われた．Lucifer，

Evadneは抱卵し，寸寸クチ卵寸寸のものが多く採集された．

No．16　i54・11・12，　20．00・一一20．10

　瓶破損し，一部れい失した．全体褐色を呈しCopepodsの色淡く，．Pseudod．抱卵．

No．17　i54・11・13，　1．40一一1．50

　前回に続いて行われた．採集物は前回と大いに異なり，Copepodsは多種多様で紅色を呈しl　Labidoc－

era，　Candaeiaなどの暖流性のものが多種見られた．叉Calanopia，　CptPridina，　Pasispheridaeの成

体幼体共に甚だ多く，稚魚も多かった．前回になかったカタクチ卵放直のものが採集されfc．　Labid・acuta

・は6のみであった．

No．18　　／54・●11●19，　20．50～21．00

　Diatom，　Echinopluteus　larvaの多いのが著しく，Copepodsでは．Pseudod・が多くかつ卵を有して

いた．Tortanus　forciPatusも抱卵し，♀の方が多く，CalanoP・ではellipticaの方がthomP．より多

く，褐色を呈し油球は見えなかったが，Paracal・youngには紅色の油球があった．　CyPridinaは成幼混

在し，Mysisは幼型のみであった．

No．19　／54・11・20，1．50～2．00

　前回に続いて行われたものであるが，Diatom，　Echinopluteus　larvaが見られなかつアこのは，恐らく

patchを成していて，潮流と共にこの附近から流れ去ったものと思われる．　CalanoP・は紅く，小なる油球

を有し，CyPridinaにも油球があった．　Calanus　PauPer，．Pont．　sur．が出現し，　Pseudod・mar．は抱卵

していた．

No．20　／54・12・16，19．30～19．40

No．21　n　21　．30　・一一・21　．40

No．22　n　23．so・vo．oo
No．23　n　17，　1・35・一一1．45

　この4回は引続いて行われ7ものである．ほとんど同じ組成を示し，カタクチ卵なく，Luciferに卵な

く，Temoraに黒点なく，sample全体は淡紅色を呈していた．ただLeptochelaがNo・21と22にのみ現

われだことが異った点として注目されアこ．

　B　昼間採集プランクトン

　Tab．2に見るように，昼間表層採集プランクトンは年間を通じて量種共に甚だ少ないのが特長的であ

る．普遍的に見られたのは，Oileopl・sp・，　Sagitta　juv・，　Evadne，．Penilia，　Brachiuran　zoea，．Parac・

par．，　Pont．　sur．，　Pont・spp．，」PontelloPsis　sppりAcart．　spp．位のものである．’魚卵は4～6月と，

8，9月に非常に多かった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　察

　夜間と昼間の採集では著しくプランクトン相が変っている．然しこれは大村湾のみの現象ではなく，海洋

や湖沼に普通に見られ，叉魚についても同様のことが知られているが5）6），大村湾ではその中に次の様な幾

つかの特異な点が見られた．

　1）日中は，浮漂塵かい，流藻が入干するが，プランクトンとしては魚卵以外はほとんど採集されないの

で，湾内のプランクトン相や，それと海況との関係などを調べるには適当でない．

　これに反し，夜間はすこぶる多種多様のものが採集され，量もまた多い．特に秋季に著しいのは，秋に外洋水

の湾内への流入が最も強くなりこのため外洋性プランクトンの種類が豊富になるからである．この外洋水流

入の強弱は，水温，塩分では余り明かでないが，プランクトン相にははっきり出ていることは注目されてよい．

　冬から早春にかけて，沿岸部裟層’et　，’Cal．ゐθZ80Z騰OikoPleura，　Sagittaが多く出現することがある．

今までの例では午前中に現われているので，太陽の直射光線の弱いことがその原因になっているように考え

られる．叉この時期にはDiatom（Rhigosolenia，　Sleeletonemaなど）が盛んに繁殖し，これが入網して

採集総量を多くする．

ac本種の大村湾内における生態については別報の予定である．
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　2）魚卵は4～6月に多種多量であるが，湾内水温の最高（ca・31。C）になる8月や最低（ca・8。C）に

なる1月にも，数種の魚卵がかなり多く採集された．丁丁はまだ不明であるが，湾内魚類の産卵生態に興味

深いものを感ずる．

　3）動物性プランクトンの多くのものについて，その性別，生長段階で垂直移動生態の異なることが知ら

れているが，本調査でも一般にその傾向がうかがわれ，たとえばSagitta，　CyPrid・noc・では未成体の方が

垂直移動の著しいことが推察された．

　4）カタクチイワシの卵が4月から10月までの間に多数採集されたので，湾内で大規模な産卵の行われて

いることがほぼ明かである．然してその産卵時刻はOh～4hの間であろうと推測されたの．

　5）湾内の動物性プランクトンを，その日週活動の生態からこれを5型に分けた．資料は本調査による

外，湾内魚類の食餌調査資料を加えて考察したメ）s）9）

　（i）昼夜とも表層に存在するもの

　これに属するものは種類が少なく，OileoPl．，　Sagitta　juv．，　Penilia，　Evadne，．Ponte〃a　SPP・，　Pont・

sur・，　PontelloPsis　spp．，　Acart．　spp・，　Pisci－ovaなどである．　Pont・sur．は青紫色の体色を示し，夏

期の強烈な直射日光に耐えて表層に存在している．夜間やや沈下する傾向がある．

　（ii）昼間に少なく，夜間に多く表層に現われるもの

　Lucifer　ray．，　Sagitta　enflata，　Zoeaなどの他，多くのCopepbds　．即ちCal．　helgol．，　Paracal．　par．，

Cent．　fur．，　Temora　turb．，　Acart・Spp．，．Pontella　spp・，　Tort・forc・などがこれに属し，昼夜による

垂直移動が品濃である．何れも魚の天然餌料として重要である．Cal．　helgol．は一時的に多量に日中でも表

層に出現することがある．

　（iii）昼間は中層以下に在って夜間にのみ表層に出現するもの

　Mysidacea，　Pseudod，　mar・，　Calanop．　spP．，などで，著しいnocturnal　migrationをなし，魚の天

然餌料として重要である．

　（iv）底屈性のもので，日中は底層に在り，夜聞表層に出現するもの

　1）iastylis　sP・・CγP「id・noc・・LePtochela　sP・，2＞ereis　sPP・，などで，著しいnocturnal　migration

をなし，魚の天然餌料として重要で，イワシ類や豆アジの必中に多量に見られる。

　（v）昼夜とも表層には出現しないもの

　Monoculodes　sp・やIsopodaの一種で，魚の重要な餌となっているが昼夜とも表層では採集されてい

ないので，底と二二との間を垂直移動しているものと想像する．

　6）Pont・sur．は特長のある大型のCopepodで，山田lb）に記載してある．外洋暖流性のものとして原

記載されているが，沿岸の水質にもよく耐えることがわかる．Pontellidaeにはかような種類が他にもあ

り，たとえばLabidocera　Pavoが油壷湾内に多：量であったことを和田ll）が報じて居り，叉筆者は1953・10・

6，12．20～12．30に佐世保湾内の俵浦（水深27m，表水温25．1。C，底水温24．6。C）の表面採集でL・aeuta

を多数採集した．

　．Pont・sur・の体色は昼間は紫青色が多いが，夜間には赤三色叉は紫紅色のものが多くなる．これは一種の

紅斑現象12）と考えられ，甲殻類によく見られる．大村湾内では本種の他にL・chierch・，　L・Pavo，　L・acuta，

Calanop・thomP・，　C．　ellip．，　Tort．　forc．，　Pseudod．　mar．，　Cal．　helgol．，　Paracal．　Par．，　CPtPridinaな

どに見られ，これらは昼間表層採集の場合は色が淡いが，夜間は色が濃くなる傾向がある．ただしPontel－

loPsisでは昼間でも濃赤色を呈するものがある．体色変化の原因や機構については述べる段階に至ってい

ないが，ミジンコでは酸素に乏しい水中で赤くなるという説13）．Palaemon　treillianusは昼間は三叉は緑だ

が，夜間は赤色色素体が膨張して赤褐色になるという説14）などがあるt

　体内の油球形成についても同様の傾向があり，昼間の油球は色淡く，夜になると燈黄色が濃くなる．Cal．

helgol・，　Parac・Par・，　Acroc・SP・，　CyPridinaなどに見られる．油球そのものも昼間は無いかごく小さい

が，夜になると増大すると思われる場合が少なくない．ee

ee植物性プランクbンのHalosPhaera　viridis　f’minorは，日本海北都で朝は油球が少なく，夜は

　数倍に増加する15）．



1)大 村 湾 の 表 層 動 物 プ ラ ンク トン の量 及 び種 は,日 中に 少 な く夜間 に多 い.即 ちdiurnal　 migration

をす る動 物 性プ ラ ン ク トンが 非 常 に 多 い.

2)日 週 活 動 の 生 態 か ら,湾 内 魚 類 の 主 要天 然 餌 料 とな つ て い る動 物 性 プ ラン ク トン を次 の5型 に分 け た.

(i)昼 夜 と も表 層 に存 在 す る もの

Oikopleura spp., Sagitta spp. juv., Evadne sp．, Penilia schm., Pont. sur., Pontellop. spp.,

Acartia spp., Pisci-ova

(ii)昼 少 な く,夜 間 に 多 く表 層 に表 わ れ る もの

多 くのCopepodsの 他,Lucifer ray.， Sagitta enfl.

(iii)昼 は 中層 に在 り,夜 間 表 層 に現 わ れ る もの

Mysidacea, Pseudod. mar., Calanop. spp.

(iv)底 棲 性 で,夜 間 表層 に 現 わ れ る もの

Diastylis sp., Cyprid. noc., Leptochela sp., Nereis spp.

(v)日 中 中 層以 下 に在 つ て,夜 間 も表 層 に現 わ れ な い もの

Monoculodes sp., Isopodaの 一 種

3)カ タク チ イ ワシ の 卵 は深 夜 後 半 に産 出 され る.

4)動 物 性 プ ラン ク トンの 中 に は,昼 夜 に よつ て 体 色 や 体 内油 球 の 色 の 変 わ る もの が あ る.一 般 に夜 間 に

紅 色 素 が 強 くな る.油 球 の量 も夜 間 に多 く形 成 され る ら しい.


